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ハンデ 重賞 中山 赤…GOOD妙味大な馬 - 青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 レッドレグナント 武藤 ロードカナロア キングマンボ クロフネ ヴァイスリージェント C D E D E E 15 消 15

2 シャインガーネット 田辺 オルフェーヴル サンデーサイレンス Gone West ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B D B B D D 12 消 12

3 フェアリーポルカ 和田竜 ルーラーシップ キングマンボ アグネスタキオン サンデーサイレンス B C B C C C 2 △3 2

4 ビッククインバイオ 戸崎 キングズベスト キングマンボ ゼンノロブロイ サンデーサイレンス C C C B E D 9 消 9 適性

5 アンドラステ 岩田望 オルフェーヴル サンデーサイレンス Dynaformer ロベルト A C B C B B 8 ◎ 8

6 インターミッション 石川 ディープインパクト サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ B A C B B B 5 ◯ 5

7 ドナウデルタ ルメール ロードカナロア キングマンボ ディープインパクト サンデーサイレンス C D C B B C 3 △4 3

8 スマイルカナ 柴田大 ディープインパクト サンデーサイレンス Distorted Humor ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C A B C C B 1 ▲ 1 データ

9 アロハリリー 酒井学 ハーツクライ サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ C C D B D D 13 消 13

10 モルフェオルフェ 江田照 オルフェーヴル サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ B C D B E E 16 消 16

11 サンクテュエール 北村宏 ディープインパクト サンデーサイレンス Canadian Frontier ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C C B B C 11 △2 11

12 クリスティ 松若 キズナ サンデーサイレンス クロフネ ヴァイスリージェント C D C B D D 6 消 6

13 シーズンズギフト 津村 エピファネイア ロベルト ゼンノロブロイ サンデーサイレンス A B C C C C 7 △1 7

14 ランブリングアレー 吉田隼 ディープインパクト サンデーサイレンス シンボリクリスエス ロベルト B B B B B B 4 ☆ 4

15 スイープセレリタス 丸山 ハーツクライ サンデーサイレンス エンドスウィープ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C D C C C D 14 消 14 ペース

16 トロワゼトワル 斎藤 ロードカナロア キングマンボ ハーツクライ サンデーサイレンス C B B C E D 10 消 10

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります

上3F 下3F

ラップタイム

穴馬
サンクテュエール=ルメール騎乗の影響でクラシック期間はずっと

過剰人気馬として嫌ってきたが、なんだかんだでシンザン記念は

勝利している馬。桜花賞でも予想以上に善戦できましたし、そこ

そこのレベルのマイル戦なら好走できても良さそう。秋華賞は勝

負所での手応えが悪くてルメールはほとんど追っていない。

タイム

REVIEW
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冬のタフな中山芝のマイル戦ということもあり、ロベル

ト、ニジンスキー、サドラーズウェルズなどの重めの血

統の馬がよく走る。

トリッキーな中山マイルを舞台としているだけあって、

その年のペースによって決着はガラリと変わる。冬の中

山芝なのである程度タフさを備えている馬が有利。

×6歳以上で当日4番人気以下(0-0-0-16)

△前走G2・G3(0-0-2-28)

△前走1400m以下のOP特別(0-0-1-18)

×前走1400m以下だった馬で当日10番人気以下(0-0-0-18)

×前走1800mだった馬で当日10番人気以下(0-0-0-16)

スマイルカナを筆頭に前に行きたい馬は揃った印象。レッドレグ

ナントあたりが主張しない限りは隊列はすぐに落ち着きそうだ

が、ある程度はペースは流れるんじゃないだろうか。

危険な馬
PREVIEW ドナウデルタ=2〜3歳時の重賞でのレースぶりからも明らかにマイ

ルの距離は長そうなイメージ。その後の1400mでの連勝内容を見て

もベストは1400mと思っていただけに前走のポートアイランドSで

の勝利には正直驚いた。今回は相手強化で重賞のマイル戦でどう

かだが、枠順と展開には恵まれそうなだけに、、、

　重賞昇格初年度は超スローペースで完全な前残りレースとなったが、ここ2年は淀みない流れに。ハンデ戦の牝馬限定重賞らしく、馬場や展開次第でいかようにも荒れそうな感じで、実際に過去のレース結

果を見てもまともに決まった年はほとんどない。今年は馬場レベルは標準だと思うが、スマイルカナを筆頭に前に行きたい馬はそれなりに揃った印象。ある程度は差しが決まる展開になるんじゃないだろう

か。

　本命は前走がスムーズな競馬ができていない◎アンドラステの巻き返しに期待したい。前走の京成杯AHはコーナー部分で位置を落とした上に直線で前が詰まってほとんど追えず。風の影響で完全な前残りの

展開になって、ここまでスムーズに競馬ができなければ仕方ない結果。父がオルフェーヴルで母父ロベルト、母母父モンズーンというこのレース向きな欧州血統で、今までのレースぶりからも若干サウスポー

感があるのはネックだが、人気妙味を考えても狙いはつくはずだ。

妙味大な馬
アンドラステ=前走の京成杯AHはコーナー部分で位置を落とした上

に直線で前が詰まってほとんど追えず。風の影響で完全な前残り

の展開になって、ここまでスムーズに競馬ができなければ仕方な

い結果。父がオルフェーヴルで母父ロベルト、母母父モンズーン

というこのレース向きな欧州血統。
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ターコイズステークス 芝1600m 良想定 平坦 中荒れ D

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 レッドレグナント 武藤 消 E 15 0

2 シャインガーネット 田辺 消 D 12 0

3 フェアリーポルカ 和田竜 △3 C 2 0

4 ビッククインバイオ 戸崎 消 D 9 0

5 アンドラステ 岩田望 ◎ B 8 0

6 インターミッション 石川 ◯ B 5 0

7 ドナウデルタ ルメール △4 C 3 0

8 スマイルカナ 柴田大 ▲ B 1 0

9 アロハリリー 酒井学 消 D 13 0

10 モルフェオルフェ 江田照 消 E 16 0

11 サンクテュエール 北村宏 △2 C 11 0

12 クリスティ 松若 消 D 6 0

13 シーズンズギフト 津村 △1 C 7 0

14 ランブリングアレー 吉田隼 ☆ B 4 0

15 スイープセレリタス 丸山 消 D 14 0

16 トロワゼトワル 斎藤 消 D 10 0

戦績を見ても明らかに1400m向きの馬だと思うが、藤沢厩舎の２軍らしく全く合わない条件に続けて使われている感じ。京成杯オータム

ハンデでは強風で差しが全く決まらなかったにしても見せ場ゼロでしたし、さすがにマイルの重賞では厳しそうだ。

陣営がはっきり明言しているように夏しか走らない馬。今回は厳冬期でなおかつ同型多数で大外枠。おそらく今のファンなら人気にし

ないと思うが、これら全ての不利な条件を跳ね除けて好走というのはさすがに厳しいか。

前走の富士Sはエリザベス女王杯のノームコアと並んで横山典弘騎手の2020年下半期意味のわからない騎乗。確かに折り合いが難しい馬

ではあるが、わざわざ出していって暴走しているようにも見えますし、前走はノーカウントとして良いか。今回は津村騎手なら折り合

い重視の競馬になりそうですし、果たして前走の競馬をした後にまともな競馬ができるかですが、能力はここでも上位か。

前走のカシオペアSは2着馬が次走で重賞勝ちで3着馬が次走で重賞2着とかなりのハイレベル戦だった感じ。小倉記念はハイペースを早

仕掛けしすぎただけですし、それ以前の条件戦でのレースぶりを見ても明らかに本格化している。母父ロベルトでこのレースの好走血

統にも該当しますし、外目からスムーズに末脚を伸ばせればここは上位争いだろう。

ルメール騎乗の影響でクラシック期間はずっと過剰人気馬として嫌ってきたが、なんだかんだでシンザン記念は勝利している馬。桜花

賞でも予想以上に善戦できましたし、そこそこのレベルのマイル戦なら好走できても良さそう。前走の秋華賞は勝負所での手応えが悪

くてルメールはほとんど追っていない。今回はルメールから乗り替わりで一気に人気を落とすなら穴で一考。

いかにも母父クロフネの色が出たキズナ産駒で、早期完成型でなおかつ左回り巧者というイメージ。立ち回りとじわじわ伸びる持続力

で早い時期に活躍できていた感じで、ここ２戦は自己条件では上位だったが果たしてここに入ってどうか。フラワーCの内容から中山適

性が怪しく、阪神JFの内容からマイルのハイレベル戦では厳しいように感じます。

オープン昇級後は苦戦続きだったが、前走でマイル戦を使われて見せ場十分の内容。今はこれぐらいの距離が合うんだろう。ただ、そ

の前走レベルがちょっと怪しそうで、今回のメンバーに入るとさすがに厳しいんじゃないだろうか。

中山牝馬Sのレースぶりなどを見ても小回りのマイル戦ならばオープンぐらいなら足りて良さそう。ただ、今回は同型がかなり多いです

し、重賞のメンバーとなるとさすがに厳しそう。江田照男騎手が一発を狙って逃げ戦法を打って差し向きの流れにしてほしい。

2〜3歳時の重賞でのレースぶりからも明らかにマイルの距離は長そうなイメージ。その後の1400mでの連勝内容を見てもベストは1400m

と思っていただけに前走のポートアイランドSでの勝利には正直驚いた。今回は相手強化で重賞のマイル戦でどうかだが、枠順と展開に

は恵まれそうなだけに、ルメールの神業があればそこそこやれちゃっても驚けない。

今までの戦績を見ても、スピードの持続力を活かせば牝馬限定重賞では明らかに上位の存在。3歳になって崩れたのは、距離適性がゼロ

だったオークスとシーズンズギフトに意味不明に絡まれた富士Sぐらい。今回は同型も多いですが、枠並びを見た感じではスッとこの馬

が逃げられそうな感じ。少々速いペースでもベスト条件のここなら逃げの手叶えば粘り込めると見ます。

前走の京成杯AHはコーナー部分で位置を落とした上に直線で前が詰まってほとんど追えず。風の影響で完全な前残りの展開になって、

ここまでスムーズに競馬ができなければ仕方ない結果。父がオルフェーヴルで母父ロベルト、母母父モンズーンというこのレース向き

な欧州血統で、今までのレースぶりからも若干サウスポー感があるのはネックだが、人気妙味を考えても狙いはつくはずだ。

小柄な馬体ながら上がりがかかるタフな馬場の方が得意なタイプで、今までの戦績を見ても明らかな中山巧者と見て良さそう。前走は

時計も内容も優秀ですし、ディープインパクト産駒はこういう勢いがあるローテーションの時の方がよく走る。枠順も絶好のところが

引けたように感じますし、スムーズな競馬ができれば上位争いになるだろう。

若い頃から長い距離を使われてきたように、血統イメージ通りにある程度は距離が必要なルーラーシップ産駒というイメージ。中距離

でも淀みない流れになると走れていませんし、追走スピードが問われるマイル戦への適性はかなり怪しそう。今回は絶好枠が引けて展

開は向きそうですが、マイルの淀みない流れになるとかなり後方に置かれるイメージがあります。

能力的にはオープン重賞で通用しそうですし、距離的にもマイルは問題なくこなせるはず。ただ、一連のレースぶりを見てもかなり一

本調子でマイルでは逃げないとキレ負けしそう。今回は同型がたくさんいますし、自分の競馬ができる可能性はほとんどないだろう。

PREVIEW REVIEW
オープン昇級後は完全に差を感じるようなレース内容。今回はこの枠から主張するかが展開面の鍵になると思いますが、この馬自身が

粘り込めるような力はないか。

ファルコンSは馬場を考えればかなり時計も優秀ですし非常に強いパフォーマンス。ただ、フェアリーSとNHKマイルカップがマイル戦で

ほぼ完璧な競馬ができて最後に伸びあぐねるレースぶり。この２戦を見てもマイルでは距離が長そうですし、今回も厳しいんじゃない

でしょうか。


